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市
長

　
　
　
こ
れ
ま
で
の
南
島
原

市
政
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
点
を
評
価
し
、
ど
の
よ
う

な
点
を
変
え
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

守
る
べ
き
も
の
と
変
え
る
べ

き
も
の
と
は
何
か
。

　
　
　
南
島
原
市
は
豊
か
な

自
然
や
農
水
産
物
、
観
光
資

源
な
ど
大
き
な
可
能
性
を
持

つ
一
方
、
そ
の
力
を
十
分
に

引
き
出
せ
て
お
ら
ず
、
守
る

べ
き
市
民
の
生
活
や
命
、
子

ど
も
た
ち
の
未
来
、
文
化
や

歴
史
は
守
り
、
前
例
踏
襲
で 田 中 克 彦 議員 

必
要
性
や
効
果
が
失
わ
れ
た

行
政
運
営
は
変
え
て
い
く
。

　
　
　
公
約
に
つ
い
て
、
実

現
で
き
な
い
場
合
は
市
民
に

説
明
す
る
の
か
。

　
　
　
公
約
と
し
て
掲
げ
た

こ
と
が
で
き
な
く
な
れ
ば
、

市
民
や
議
会
に
説
明
し
、
理

解
を
得
る
必
要
が
あ
る
。
基

本
的
な
考
え
は
変
わ
ら
な
い
。

　
　
　
国
や
県
へ
の
要
望
に

つ
い
て
、
南
島
原
市
独
自
の

働
き
か
け
を
強
め
る
考
え
か
。

　
　
　
南
島
原
市
の
独
自
性

を
伝
え
る
た
め
、
独
自
に
交

渉
で
き
る
体
制
を
つ
く
り
た

い
。
共
通
す
る
課
題
に
つ
い

て
は
、
近
隣
自
治
体
な
ど
と

も
連
携
し
て
い
く
。

　
　
　
市
民
所
得
を
増
や
す

た
め
、
ど
の
程
度
の
期
間
を

見
据
え
て
取
り
組
む
の
か
。

　
　
　
長
崎
県
の
市
町
民
経

済
計
算
で
は
、
本
市
の
人
口

一
人
当
た
り
の
所
得
は
県
内

で
低
い
状
況
に
あ
る
。
雲
仙

市
と
の
差
は
年
間
約
２
０
０

億
円
に
及
ぶ
た
め
、
10
年
程

度
の
計
画
を
立
て
、
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
公
共
交
通
に
つ
い
て
、

現
在
の
計
画
を
見
直
す
考
え

は
あ
る
か
。

　
　
　
人
口
減
少
や
運
転
手

不
足
に
よ
り
、
交
通
手
段
の

確
保
は
大
き
な
課
題
。
チ
ョ

イ
ソ
コ
な
ど
に
加
え
、
自
動

運
転
を
含
め
た
新
た
な
手
段

も
検
討
し
、
必
要
に
応
じ
て

地
域
公
共
交
通
計
画
を
見
直

す
。

　
　
　
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
問
題
に
つ
い
て
、
今
後
ど

の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

　
　
　
早
急
に
対
応
す
る
。

議
会
終
了
後
な
ど
に
準
備
を

進
め
、
組
織
づ
く
り
も
含
め

て
対
処
す
る
。
ま
た
、
第
三

者
委
員
会
の
報
告
だ
け
で
な

く
、
百
条
委
員
会
の
報
告
も

踏
ま
え
て
、
市
と
し
て
最
善

の
対
応
を
行
う
。

議
員

南島原市政の
守るもの、
変えるものは？

質問の様子を
動画で見よう

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

「
シ
ン・
南
島
原
市
」の
実

現
に
向
け
た
市
政
運
営
に

つ
い
て（
所
信
表
明
か
ら
）

市民の生活や
命、未来は守り、前例
踏襲は変える

市長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

議原南島 市 会

市民の皆さん一人ひとりが、市の大切なことを直接話し合うのは難しいので、選挙で選ばれた
議員が、市民の代表として議会で話し合いをして物事を決めます。

Answer!

市議会議員は、どうして必要ですか？
Question?

もちろん地域の声を大切にしながらも、市全体のことを考えて判断することが必要です。議員
は、地域の課題と市全体の将来の、両方を考えて活動をしています。

Answer!

市議会議員は、自分の地域のことだけを考えていればいいの？
Question?

委員会の様子
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思
い
や
り
駐
車
場
は

16
時
半
で
終
了
と
な
っ
て
い

る
が
、
利
用
時
間
外
に
つ
い

て
ル
ー
ル
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
管
理
が
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
る
時
間
を
開
業
時
間

と
し
て
定
め
て
お
り
、
そ
れ

以
外
の
時
間
は
、
お
客
様
に

お
任
せ
す
る
形
に
な
る
。

（
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結

果
、
原
案
可
決
）

　
　
　
運
営
管
理
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
指
定
管
理
で
は
な
く

直
営
で
行
い
、
管
理
業
務
を

委
託
す
る
格
好
に
な
る
。

　
　
　
開
業
時
間
が
17
時
30

分
迄
と
な
っ
て
い
る
が
、
四

季
を
通
じ
て
融
通
は
効
く
の

か
。

　
　
　
開
業
時
間
に
つ
い
て

は
、
条
例
の
中
に
、
状
況
に

よ
っ
て
そ
れ
を
変
更
す
る
こ

と
が
可
能
と
い
う
規
定
を
定

め
て
い
る
。

　
　
　
入
場
料
千
円
に
つ
い

て
、
他
の
施
設
に
比
べ
て
高

い
の
で
は
な
い
か　
ま
た
、

年
間
の
料
金
収
入
は
ど
れ
く

ら
い
を
想
定
し
て
こ
の
金
額

に
さ
れ
た
の
か
。

　
　
　
昨
今
の
物
価
高
騰
の

影
響
を
鑑
み
、
近
隣
施
設
を

参
考
に
し
、
こ
の
料
金
設
定

と
な
っ
た
。
年
間
の
料
金
収

入
に
つ
い
て
は
、
こ
の
千
円

の
料
金
設
定
で
３
千
万
円
ほ

ど
と
見
込
ん
で
い
る
。

（
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結

果
、
原
案
可
決
）

　
　
　
他
に
も
こ
う
い
う
場

所
が
あ
る
か
。

　
　
　
現
在
、
把
握
し
て
い

る
の
は
、
こ
の
場
所
だ
け
で

あ
る
。

　
　
　
何
故
、
こ
の
時
期
に

な
っ
た
の
か
。

　
　
　
過
去
に
も
ず
っ
と
解

決
に
向
け
て
協
議
、
手
続
を

実
施
さ
れ
て
き
て
、
境
界
の

変
更
が
必
要
に
な
り
、
必
要

書
類
と
図
面
を
県
、
国
に
確

認
を
と
っ
て
も
ら
い
、
今
回
、

両
市
の
合
意
の
も
と
に
提
出

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結

果
、
原
案
可
決
）

〈
福
祉
保
健
部
関
係
分
〉

　
　
　
医
療
提
供
体
制
確
保

事
業
補
助
金
の
具
体
的
な
内

容
は
。

　
　
　
こ
の
事
業
計
画
認
定

申
請
書
が
事
業
承
継
の
形
で

今
年
の
５
月
29
日
に
提
出
さ

れ
た
。
そ
れ
を
受
け
、
市
で

書
類
審
査
、
現
地
調
査
を
行

っ
た
結
果
、
事
業
認
定
し
た

の
で
、
こ
の
た
び
予
算
と
し

て
計
上
し
た
。
具
体
的
な
内

容
と
し
て
は
、
建
物
の
改
修

費
が
９
９
０
万
円
、
医
療
機

器
が
２
，
８
９
３
万
円
、
合

計
３
，
８
８
３
万
円
の
申
請

で
、
補
助
額
は
２
分
の
１
で
、

１
，
９
４
１
万
５
千
円
と
な

る
。

（
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結

果
、
原
案
可
決
）

〈
そ
の
他
の
案
件
〉

（
い
ず
れ
も
主
な
質
疑
・
討

論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

原
案
可
決
）

〈
請 

願
〉

（
意
見
、
討
論
は
な
く
、
採

決
の
結
果
、
採
択
）

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

質
疑

答
弁

答
弁

答
弁

【
議
案
第
37
号
】
南
島
原
市

原
城
跡
世
界
遺
産
セ
ン
タ

ー
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
議
案
第
36
号
】
原
城
跡
便

益
施
設
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

【
議
案
第
50
号
】
令
和
８
年

度
南
島
原
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

【
議
案
第
39
号
】
南
島
原
市

原
城
跡
史
跡
室
条
例
を
廃

止
す
る
条
例
に
つ
い
て

【
議
案
第
41
号
】
南
島
原
市

印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

【
承
認
第
４
号
】
専
決
処
分

の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
（
令
和
８
年
度
南

島
原
市一般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

【
議
案
第
45
号
】
市
の
境
界

変
更
に
つ
い
て

井
上
修
一 

委
員
長

総
務
文
教
厚
生
委
員
長
報
告（
概
要
）

・
承
認
１
件
を
承
認
、
議
案
12
件
を
原
案
可
決
、

　

請
願
２
件
を
採
択

【
議
案
第
40
号
】
南
島
原
市

有
馬
キ
リ
シ
タ
ン
遺
産
記

念
館
資
料
収
集
検
討
委
員

会
条
例
の一部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

【
議
案
第
42
号
】
南
島
原
市

税
条
例
等
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

【
請
願
第
２
号
】
地
方
財
政

の
充
実
・
強
化
に
関
す
る

意
見
書
採
択
の
お
願
い

【
議
案
第
46
号
】
南
島
原
市

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計

画
の
変
更
に
つ
い
て

【
議
案
第
47
号
】
財
産
の
取

得
に
つ
い
て
（
電
話
交
換

シ
ス
テ
ム
等
の
購
入
）

【
議
案
第
49
号
】
口
之
津
小

学
校
校
舎
空
調
改
修
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

【
議
案
第
44
号
】
南
島
原
市

職
員
の
懲
戒
手
続
、及
び
効

果
に
関
す
る
条
例
の一部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

【
請
願
第
１
号
】
ゆ
た
か
な

学
び
の
実
現・教
職
員
定
数

改
善
を
は
か
る
た
め
の
２
０

２
７
年
度
政
府
予
算
に
係

る
意
見
書
採
択
の
請
願
に

つ
い
て


